
平成28年分公的年金等の源泉徴収票の記載のしかた

平成28年分公的年金等の源泉徴収票については、社会保障・税番号制度の導
入等に伴い、大幅に項目やレイアウトが変わっています。

なお 個人番号の記載については税務署提出用には記載しますが 受給者交付

平成 年分 公的年金等の源泉徴収票

なお、個人番号の記載については税務署提出用には記載しますが、受給者交付
用には記載しません。

税務署提出用と受給者交付用で記載のしかたが異なりますのでご注意ください。

税務署提出用と受給者交付用の源泉徴収票の記載イメージ

税務署提出用

年 月 日

平成　　年分　　　公的年金等の源泉徴収票

支払を受ける者

住所又は居所

　○○マンション○○○号室

(フリガナ) コクゼイ　タロウ
生年
月日

明　治 大　正 昭　和 平　成

氏　　　名 国税　太郎

区分

千 円

所得税法第203条の3第2号適用分 1 980 000 0

支　　　　　　払　　　　　　金　　　　　　額 源　 　 　泉  　　　徴　 　　　収　 　　　税　　　　　額

所得税法第203条の3第1号適用分
千 円

所得税法第203条の3第3号適用分

1 1 1個人番号東京都千代田区霞が関○－○－○

19 10 14

11 1 1 1 1 1 1 1

28

【税務署提出用】
公的年金等の支払を受

ける方、控除対象配偶者
及び控除対象扶養親族の
個人番号を記載します。

また、公的年金等の支
払をする法人の法人番号

人 人 人

32

1

（フリガナ） コクゼイ　イチロウ
区

分
1氏名 国税　花子 氏名 国税　一郎

（摘要）

（１）国税三郎５５５５５５５５５５５５（２）国税子三
郎（年少） 2

（フリガナ） コクゼイ　ジロウ
区

分

所得税法第203条の3第4号適用分

非居住者

である

親族の数
社会保険料の額特　 別

障害者

その他の

障害者

特別

寡婦

寡婦

寡夫
一般 老人 特定 老人  その 他 特別 その他

本　　　　　　　　　　　　　　　　　人 控除対象配偶者の有無等 控除対象扶養親族の数  16歳未

 満の扶

 養親族

 の数

障害者の数

★
人 人

3 3 33 3 3

人

○

控除対象扶養親族 16歳未満の扶養親族控除対象配偶者

（フリガナ） コクゼイ　ハナコ
区

分

2

（フリガナ） コクゼイ　コジロウ
区

分

人 千 円

（フリガナ） コクゼイ　コイチロウ
区

分氏名 国税　子一郎

内

氏名 国税　次郎 氏名 国税　子次郎

4 4 4 4 4

3 3 3 3

3 3

2個人番号 2 2 2 2 2 2 2 2

1

2 2 個人番号 3

個 番号 4 4 4 4 4 4 4

払をする法人の法人番号
も記載します。

9

支　　払　　者

法　人　番　号 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

電話

番号

4 4 4 4 4

所　　在　　地

名　　　　　 称

整　理　欄 377

個人番号 4 4 4 4 4 4 4

東京都中央区築地○－○－○

○○組合 ０３－××××－××××

（
税

務

署

提

出

用

）

平成　　年分　　　公的年金等の源泉徴収票

住所又は居所

東京都千代田区霞が関○－○－○

28
受給者交付用

【受給者交付用】

年 月 日

支払を受ける者

住所又は居所

　○○マンション○○○号室

平　成

区分 支　　　　　　払　　　　　　金　　　　　　額 源　 　 　泉  　　　徴　 　　　収　 　　税　　　額

(フリガナ) コクゼイ　タロウ
生年
月日

明　治 大　正 昭　和

氏　　　名 国税　太郎

000 0

円
所得税法第203条の3第1号適用分

千 円 千

所得税法第203条の3第2号適用分 1 980

所得税法第203条の3第4号適用分

所得税法第203条の3第3号適用分

特 別 その他の 特別 寡婦
般 老 特定

社会保険料の額
本　　　　　　　　　　　　　　　　　人 控除対象配偶者の有無等 控除対象扶養親族の数  16歳未

 満の扶

養親族

障害者の数 非居住者

である

19 10 14

【受給者交付用】
公的年金等の支払を受

ける方、控除対象配偶者
及び控除対象扶養親族の
個人番号は記載しません。

ただし、公的年金等の
支払をする法人の法人番
号は記載します。

人 人 人

特　 別

障害者

その他の

障害者

特別

寡婦

寡婦

寡夫
一般 老人 特定 老人

社会保険料 額養親族

 の数
親族の数その 他 特別 その他

控除対象配偶者

円内 人 人

控除対象扶養親族 16歳未満の扶養親族

千
★

人 人

コクゼイ　コイチロウ
区

分

（フリガナ） コクゼイ　ハナコ
区

分
1

（フリガナ） コクゼイ　イチロウ
区

分
1

（フリガナ）

氏名 国税　花子 氏名 国税　一郎 氏名 国税　子一郎
○

区

分
2

（フリガナ） コクゼイ　コジロウ
区

分氏名 国税　次郎 氏名 国税　子次郎

9 9法　人　番　号 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9 9

（摘要）

（１）国税三郎（２）国税子三郎（年少）

2

（フリガナ） コクゼイ　ジロウ

（
受

給

者

3 3 1

所　　在　　地

名　　　　　 称
電話

番号

支　　払　　者
者

交

付

用

）

東京都中央区築地○－○－○

○○組合 ０３－××××－××××

国税局・税務署

この記載のしかたは、平成27年10月30日現在の法令に基づいて作成しています。
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年 月 日

平成　　年分　　　公的年金等の源泉徴収票

支払を受ける者

住所又は居所

(フリガナ)
生年
月日

明　治 大　正 昭　和 平　成

氏　　　名

個人番号 ①

≪社会保障・税番号制度の導入等により記載の方法が変わった主な箇所≫

区分

千 円

所得税法第203条の3第2号適用分

寡婦

寡夫
一般 老人 特定 老人  その 他 特別 その他

本　　　　　　　　　　　　　　　　　人 控除対象配偶者の有無等 控除対象扶養親族の数  16歳未

 満の扶

 養親族

 の数

障害者の数

支　　　　　　払　　　　　　金　　　　　　額 源　 　 　泉  　　　徴　 　　　収　 　　　税　　　　　額

所得税法第203条の3第1号適用分
千 円

所得税法第203条の3第3号適用分

所得税法第203条の3第4号適用分

非居住者

である

親族の数
社会保険料の額特　 別

障害者

その他の

障害者

特別

寡婦

人 人 人

1

（フリガナ）
区

分
1氏名 氏名

（摘要）

2

（フリガナ）
区

分

寡夫

人

控除対象扶養親族 16歳未満の扶養親族控除対象配偶者

（フリガナ）
区

分

人

個人番号

2

（フリガナ）
区

分

千 円

（フリガナ）
区

分氏名

内人 人

障害者 障害者 寡婦

個人番号

氏名 氏名

個人番号

②

⑤

⑥ ⑦⑧

③ ④

整　理　欄 377

所　　在　　地

名　　　　　 称
電話

番号

支　　払　　者

法　人　番　号
（
税

務

署

提

出

用

）

⑥ ⑦⑧

⑨

〔変更となった主な項目の記載要領及び記載に当たっての留意点〕

記載すべき事項記載欄名 記載すべき事項

① 　支払を受ける方の個人番号を記載します。

　※　公的年金等の支払を受ける方に交付する源泉徴収票には、個人番号は記載しません。

② 控除対象配偶者の有
無等

【一般】欄
　配偶者控除の対象となる配偶者（老人控除対象配偶者を除きます。）がいる場合には「★」と記載します。
【老人】欄
　老人控除対象配偶者がいる場合には「★」と記載します。

③ 障害者の数 【特別】欄
　「点線の右側」には、控除対象配偶者や扶養親族が特別障害者である場合のその人数を、「点線の左側」には、そのう
ち同居を常としている方 人数を記載します

記載欄名

「支払を受ける者」
の「個人番号」

ち同居を常としている方の人数を記載します。
【その他】
　控除対象配偶者や扶養親族が特別障害者以外の障害者である場合のその人数を記載します。

④ 非居住者である親族
の数

　配偶者控除の対象となる配偶者、扶養控除の対象となる扶養親族及び16歳未満の扶養親族のうちに、非居住者の方がい
る場合には、その人数を記載します。

⑤ 【控除対象配偶者】
の各欄

　配偶者控除の対象となる配偶者の氏名、フリガナ及び個人番号を記載します（フリガナについては、分かる場合に記載
してください。）。
　また、控除対象配偶者が非居住者である場合には、区分の欄に「○」と記載します。

　※　公的年金等の支払を受ける方に交付する源泉徴収票には、個人番号は記載しません。

⑥ 【控除対象扶養親 扶養控除の対象となる扶養親族の氏名 フリガナ及び個人番号を記載します（フリガナについては 分かる場合に記載⑥ 【控除対象扶養親
族】の各欄

　扶養控除の対象となる扶養親族の氏名、フリガナ及び個人番号を記載します（フリガナについては、分かる場合に記載
してください。）。
　また、控除対象扶養親族が非居住者である場合には、区分の欄に「○」と記載します。

　※　公的年金等の支払を受ける方に交付する源泉徴収票には、個人番号は記載しません。

⑦ 【16歳未満の扶養
親族】の各欄

　16歳未満の扶養親族の氏名及びフリガナを記載します（フリガナについては、分かる場合に記載してください。）。
　また、16歳未満の扶養親族が非居住者である場合には、区分の欄に「○」と記載します。

　※　市区町村に提出する公的年金等支払報告書には、16歳未満の扶養親族の個人番号も記載することとなっていますの
　　で、ご注意ください。

⑧ 摘要 １　控除対象扶養親族が３人以上いる場合
　　３人目以降の控除対象扶養親族の氏名及び個人番号を記載します。

2

　　また、当該控除対象扶養親族が、非居住者の場合には氏名の後に「（非居住者）」と付記します。

２　16歳未満の扶養親族が３人以上いる場合
　　３人目以降の16歳未満の扶養親族の氏名を記載し「（年少）」と付記します。
　　また、当該16歳未満の扶養親族が、非居住者の場合には氏名の後に「（非居住者）」と付記します。

　※　公的年金等の支払を受ける方に交付する源泉徴収票には、個人番号は記載しません。

⑨ 「支払者」の「法人
番号」

　公的年金等の支払をする法人の法人番号を記載します。


